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先月は運動会、大変お世話になりました。天候不順のた

め延期をして実施しましたが、途中、雨が降り出し中断す

る等、不安定な天気で大変ご迷惑をおかけしました。しか

し、皆様の御協力で何とか予定していた全種目を実施する

ことができました。「何とか最後まで！」という職員や子

ども達や保護者の皆様の強い願いが、天に届いたのだと思

います。

子ども達は、運動会を目指して練習してきた成果を

発揮することができました。特に年長組はドレミファ

ランド（音楽）で培った力を基盤に、酷暑の８月から

池内小学校の運動場をお借りして鼓隊の練習を続けて

きました。また、ソーランの練習にも力を注いできま

した。当日は、一人一人が年長としての責任感と自覚

を胸に自信を持って発表することができたと思います。

他学年の子ども達も、ご家族の温かい眼差しを感じ

て「元気に」「かわいく」「楽しく」それぞれの競技や

演技を行うことができました。子ども達への温かなご

声援、大変ありがとうございました。特にPTA役員の

皆様には、前日準備並びに運動会当日の２日間にわた

って、準備や運営や後片付け等、大変お世話になり感

謝申しあげます。

今後、運動会に続く２学期の大きな行事として、マ

➩ラソン大会(11/6) クリスマス発表会(12/8)を目指し

て取組を進めていきます。今後とも御支援並びに御協

力の程、よろしくお願いいたします。

１０月の主な行事予定

をお知らせします。

遠 足 や 芋 掘 り 等 は 、 天

候 に よ り 変 更 す る 場 合

があります！

10/1(火 ) 入園願書配布開始

3(木 ) 芋掘り (参観なし )

4(金 ) 年長遠足（天の橋立）

9(水 ) コロコロ広場 (未就園児事業 )

18(金 ) 午前保育 (職員研修 ) 早延長あり

21(月 ) 令和２年度入園説明会・保育参観

(未就園児対象 )

22(火 ) 即位礼正殿の儀（祭日）

23(水 ) 年中個人懇（～ 30日）

24(木 ) １０月誕生会 10:50

11/2(土 ) 令和２年度入園願書受付日

年中懇談会等の詳細については、後日お知ら

せします！

秋を楽しむ行事！
秋も中旬を迎えました！秋雨前線や台風の影響で天気

が変わりやすく、日程を変更する場合がありますが、

楽しい秋の行事を行っていきたいと思います。

○サツマイモ掘り

３日(木)は、「芋掘り」を予定しています。

当日は、中学校の「職場体験学習」で、中学

生も手伝ってくれます。昨年以上に大きなお

芋が沢山獲れることを願っています。収穫し

た芋で恒例の「焼き芋」をします。

○遠足

年中は９月２７日（金）、年少は３０日(月）に終了しました。

年長は１０月４日（金）に遠足を予定しています。

お天気との相談ですが、秋晴れのもと、思い出に

残る遠足になることを願っています。

準備をお願いいたします。

先
月
十
六
日
に
「
敬
老
の
日
」
を
迎
え
ま
し
た
。

先
日
、
新
聞
を
読
ん
で
い
る
と
、
関
連
の
あ
る
記
事
に
次

の
よ
う
な
内
容
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

・
年
を
取
る
こ
と
は
「
老
化
」
で
は
な
く
「
変
化
」
と
捉
え

る
こ
と
が
大
切
で
、
周
囲
が
そ
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

・
親
が
高
齢
に
な
る
と
、
親
子
の
立
場
が
逆
転
し
て
子
が
親

に
指
示
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
が
、
親
に
と
っ
て
は
、
我
が

子
は
い
つ
ま
で
も
「
子
」
な
の
で
、
親
と
話
す
時
は
親
の
気

持
ち
を
傷
つ
け
な
い
言
い
方
か
ど
う
か
を
考
え
て
話
す
必
要

が
あ
る
。

・
高
齢
者
は
、
人
生
観
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
共
に
、
余
生

が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
「
残
さ
れ
た
時
間
」
の

意
識
が
強
い
。
そ
の
結
果
、
意
思
表
示
が
強
く
な
り
、
子
は

親
の
姿
を
「
頑
固
」
「
わ
が
ま
ま
」
と
捉
え
て
し
ま
い
が
ち

で
あ
る
。
親
の
気
持
ち
や
「
価
値
観
」
に
寄
り
添
う
中
で
、

よ
り
良
い
親
子
関
係
を
築
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

♢
こ
の
記
事
を
読
ん
で
私
自
身
、
反
省
す
る
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
し
た
。
最
近
、
同
じ
「
一
年
」
で
も
、
年
齢
に
よ
っ
て

そ
の
質
や
重
み
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。
七
十
代
の
時
は
ま
だ
ま
だ
元
気
だ
っ
た
親
が
、
八
十

歳
を
過
ぎ
る
と
急
に
老
化
が
進
み
、
去
年
ま
で
で
き
て
い
た

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
例
を
身
近
な
人
で

も
数
多
く
見
て
き
ま
し
た
。

♢
あ
る
中
国
の
方
か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
、
儒
教
の
影
響
で

親
孝
行
を
尊
ぶ
中
国
で
も
、
最
近
は
親
を
大
切
に
し
な
い
若

者
が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
年
齢
と
共
に
肉
体
は
衰

え
ま
す
が
、
培
っ
た
長
年
の
経
験
は
、
大
切
な
財
産
と
し
て

蓄
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
達
は
、
そ
こ
か
ら
生
き
て
い
く
上

で
大
切
な
多
く
の
知
恵
を
学
ぶ
が
で
き
ま
す
。

♢
年
は
誰
で
も
平
等
に
取
り
、
自
分
自
身
も
高
齢
者
に
な
っ

て
い
く
と
い
う
事
実
を
受
け
止
め
る
こ
と
で
、
親
や
高
齢
者

に
対
す
る
見
方
や
接
し
方
が
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
年
齢
を
重
ね
る
毎
に
「
一

年
」
が
加
速
度
を
増
し
て
、
飛
ぶ
よ

う
に
過
ぎ
去
っ
て
い
く
の
を
実
感
し

ま
す
。
限
ら
れ
た
「
時
間
」
の
大
切

さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
ま
す
。

「
敬
老
の
日
」
を
通
し
て
、
自
分
の

生
き
方
や
生
活
の
仕
方
を
振
り
返
る

良
い
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

心
と
き
め
く

わ
く
わ
く
コ
ー
ナ
ー
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